
議案第 81号

芽室町重度心身障害者及びひとり親家庭等医療費の助成に関する条例中一部改

正の件

芽室町重度心身障害者及びひとり親家庭等医療費の助成に関する条例を次のとおり

一部改正しようとするものであります。

平成 31年 3月 4日 提出

芽室町長 手 島  旭

芽室町重度心身障害者及びひとり親家庭等医療費の助成に関する条例の下部を

改正する条例

芽室町重度心身障害者及びひとり親家庭等医療費の助成に関する条例 (昭和48年条

例第47号)の一部を次のように改正する。

第 3条第 1項第4号中「12歳」を「15歳」に改める。

第4条第 1項第 1号中「6歳」を「15歳」に改め、同項第 2号を次のように改める。

(2)前号に規定する者を除く市町村民税非課税世帯の者 一部負担金

第 10条 (見出しを含む。)中 「そう失」を「喪失」に改める。

附 則
(施行期日)

1 この条例は、平成 31｀年4月 1日 から施行する。

(適用区分)

2 改正後の芽室町重度心身障害者及びひとり親家庭等医療費の助成に関する条例の

規定は、この条例の施行日以後の医療に係る医療費の助成について適用し、施行

日以前の医療費の助成については、なお従前の例による。

説 明
医療費助成の範囲を所得制限なく、中学生まで拡大することに伴い、本条例を改正

しようとするものであります。
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現 行改正案

芽室町重度心身障害者及びひとり親家庭等医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例新旧対照表

Ｉ
Ｐ
司
Ｉ

働成の潮

第 3条 この条例により、医療費の助成を受ける者は、医療保険
各法による被保険者又は組合員若しくは被扶養者である重度心

身障害者並びにひとり親家庭等の母又は父及び児童であつて、

その疾病又は負傷の医療に関する経費 (重度心身障害者のうち

精神障害者にあつては入院に係るものを除き、ひとり親家庭の

母又は父にあつては、入院及び指定訪問看護に係るものに限

る。)について助成する。ただし、次の各号に該当する場合は
除く。

(1)～ (3)一略―

(4)重 度心身障害者で、次のいずれかに該当する者。ただ
し、15歳に達する日 徹壁押 の前日をいう。以下同じ。)

以後の最初の 3月 31日 までの者は除く。

ア 所得の額が、規則で定める額以上であること。
イ 重度心身障害者の生計を主として維持する配偶者又は民
法 (明治29年法律第89号)第877条第 l項に定める扶養義務
者 (以下「扶養義務者」という。)の所得の額が、規則で
定める額以上であること。

ウ 65歳以上で高確法の規定による医療を受けていない者又

働成の姑象)

第 3条 この条例により、医療費の助成を受ける者は、医療保険各
法による被保険者又は組合員若しくは被扶養者である重度心身障

害者並びにひとり親家庭等の母又は父及び児童であつて、その疾

病又は負傷の医療に関する経費 (重度心身障害者のうち精神障害

者にあっては入院に係るものを除き、ひとり親家庭の母又は父に

あつては、入院及び指定訪問看護に係るものに限る。)について

助成する。ただし、次の各号に該当する場合は除く。

(1)～ (3)一略―

(4) 重度心身障害者で、次のいずれかに該当する者。ただ
し、12歳に達する日 (誕生日の前日をいう。以下同じ。)以
後の最初の 3月 31日 までの者は除く。

ア 所得の額が、規則で定める額以上であること。
イ 重度心身障害者の生計を主として維持する配偶者又は民法
(明治29年法律第89号)第877条第 1項に定める扶養義務者
(以下「扶養義務者」という。)の所得の額が、規則で定め
る額以上であること。

ウ 65歳以上で高確法の規定による医療を受けていない者又は
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現 行己女正木安
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は同法の規定による医療を受けている場合においては、規

則第 2条第 1号及び高確法第67条第 1項第 2号に掲げる以

外の者

工 医療保険各法において高確法の給付と同等の給付が受け
られる者については当該医療を受けることができる間

(5)ひとり親漂庭等の母又は父及び児童で、次のいずれ力Чこ
該当する者。ただし、15歳に達する日以後の最初の 3月 31

日までの者は除く。

ア ひとり親家庭の母又は父の所得の額が、規則で定める額
以上であること。

イ ひとり親家庭の母又は父の生計を主として維持する配偶
者又は扶養義務者の所得の額が、規則で定める額以上であ

ること。

ウ 両親の死亡、行方不明等により他の家庭で現に扶養され
ている児童の養育者 (以下「養育者」という。)の所得の

額が、規則で定める額以上であること。

工 養育者の生計を主として維持する配偶者又は扶養義務者
の所得の額が、規則で定める額以上であること。

(6)一 略―

働成の欄

第 4条 助成の額は、医療費から規則で定める一部負担金、基本

同法の規定による医療を受けている場合においては、規則第

2条第 1号及び高確法第67条第 1項第 2号に掲げる以外の者
工 医療保険各法において高確法の給付と同等の給付が受けら
れる者については当該医療を受けることができる間

(5)ひとり親家庭等の母又は父及び児童で、次のいずれかに該
当する者。ただし、12歳に達する日以後の最初の3月 31日 ま

での者は除く。

ア ひとり親家庭の母又は父の所得の額が、規貝」で定める額以
上であること。

イ ひとり親家庭の母又は父の生計を主として維持する酉訂呂者
又は扶養義務者の所得の額が、規則で定める額以上であるこ

と。

ウ 両親の死亡、行方不明等により他の家庭で現に扶養されて
いる児童の養育者 (以下 「養育者」という。)の所得の額
が、規則で定める額以上であること。

工 養育者の生計を主として維持する酉訂品者又は扶養義務者の
所得の額が、規則で定める額以上であること。

(6)一 賂―

lユカ成の欄

第 4条 助成の額は、医療費から規則で定める一部負担金、基本利



現 行改正案
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利用料及び食事療養標準負担額、生活療養標準負担額並びに附

加給付の額を控除して得た額とする。ただし、次の各号に掲げ

る者の区分に応じ、当該各号に掲げるものは控除しないものと

する。

(1)15歳に達する日 (誕生日の前日をいう。以下同じ。)以
後の最初の3月 31日までの者 一部負担金及び基本利用料

(2)前号に規定する者を除く市町村民税非課税世帯の者 一
部負担金

2 -略―

(資格の醐

第10条 受給者が久の各号のいずれかに該当するに至つた日の翌
日からこの条例による受給資格を喪失するものとする。

(1)死亡したとき。
(2)町の区域内に住所を有しなくなったとき。
(3)第 3条の規定に該当しなくなつたとき。

附 則

鮪 期日)

用料及び食事療養標準負担額、生活療養標準負担額並びに附加給

付の額を控除して得た額とする。ただし、次の各号に掲げる者の

区分に応じ、当該各号に掲げるものは控除しないものとする。

(1)6歳に達する日 (誕生日の前日をいう。以下同じ。)以後
の最初の3月 31日 までの者 一部負担金及び基本利用料

(2)6歳に達する日後の最初の4月 1日から12歳に達する日以
後の最初の 3月 31日 までの者 入院及び指定訪問看護に係る
一部負担金及び基本利用料

2 -略―

(資格のそう失l

第10条 受給者が次の各号のいずれ力ヽこ該当するに至った自の翌日
からこの条例による受給資格をそう失するものとする。

(1)死亡したとき。
(2)町の区域内に住所を有しなくなったとき。
(3)第 3条の規定に該当しなくなつたとき。

1 この規則は、平成 31年 4月 1日から施行する^



現 行蟻

(適用区分)

2 改正後の芽室町重度心身障害者及びひとり芽族~庁廷等医療費の
助成に関する条例の規疋

~は
、この条例の施行日以後の医療に係

る医療費の助成について適用し、施行日以前の医療費の助成に

ついては、なお従前の例による。
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